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専 門 分 野 ：応用数学，数理統計学，確率論，最適化，数理モデル 

キーワード：統計，確率， 最適化，教師なし学習，自己組織化，不確実性 

研究紹介 

研究テーマ 確率的逐次決定過程及び自己組織化マップに関する研究 

研究概要：確率的逐次決定過程（マルコフ決定過程）とその応用に関

する研究，自己組織化マップにおける整列化・状態クラスの特性に

関する研究，その他，理論と各種計算，シミュレーションを併用し

て，数理統計，確率モデル，応用数学に関する対象について広範囲

に扱っています．例えば，マルコフ決定過程は不確実性を伴う対象

を扱う最適化手法，意思決定モデルの一つであり，時間と共に確率

的に変動するシステ

ムを扱い，そこで生

じる総利得の最適化

を目的とする意思決

定モデル，数理手法

であります．確率的

要素と時系列の両方

が含まれる対象を扱

います．      

技術相談に応じられるテーマや応用が期待される分野 

数学全般，応用数学分野，数理統計分野，これらに関連する応用 

 

確率的逐次決定過程は，在庫管理，機械メインテナンスなど多く

の応用があります．特に，マルコフ決定過程は，時系列を伴う最適

化問題へ応用がポピュラーですが，機械学習の一分野である強化学

習とも強く関連しています．もう一つの主要な対象である自己組織

化マップも教師なし学習，データマイニング，クラスタリング，非

線形最適化等，広範な領域に応用されている有用なツール・モデル

です． 
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専 門 分 野 ：多目的最適化、集合最適化、スケジューリング問題 

キーワード：集合のスカラー化、ロバストゲーム理論、割当問題 

研究紹介 

研究テーマ 集合最適化の理論的研究、スケジューリング問題 

研究概要：集合最適化の理論的研究とその応用： 

 
スケジューリング問題： 

バイト先のシフト勤務表作成、小/中/高等学校の時間割作成などの

スケジューリング問題について、専用ソフト Nuorium Optimizer を

利用して、計算結果を Excel 出力できるようにする研究である。 

技術相談に応じられるテーマや応用が期待される分野 

集合最適化の理論的研究とその応用：集合最適化問題とは、ベクトルの

集まり（ベクトル同士は一般に比較できない）である集合を比較するという考

え方に基づいている分野で、社会的選択理論とも深い関係があります。集

合同士がある順序錐で比較できる場合に、非線形関数でスカラー化できる

という理論が 2020 年に出版されました。 

近年、ロバスト性（頑強性）を考慮した多目的最適化問題が、集合最適化問

題と強い関係があることの発見(2014 年)から、ロバストゲーム理論の研究も

始めています。 

スケジューリング問題：秋田県立大学 web ジャーナル(2021・2022 年)参照 

 


